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世界では今も戦争が続き、日本でも、この80年守られて
きた憲法の理念が揺らぎかねない状況の中で、不安や
戸惑いの声を聞いています。
また、生活用品や医療物資、建設資材などの不足や
価格高騰、物流の停滞など、暮らしや仕事への影響を
心配する声も届いています。
だからこそ今、ここ立川から平和を求め続けること、
憲法に基づく政治を貫き、市民の命と暮らしを守る
ことが、政治の大切な役割だと考えています。
子どもたちの未来に責任を持ち、平和と民主主義を未来
へつないでいくため、これからも声をあげ続けます。

原ゆき事務所 〒190-0002 立川市幸町3-32-9
　　　　　　事務所携帯 070-9008-7455／メール harayuki0802@gmail.com 
頒布責任者:原充広  東京都立川市若葉町1-2-49／印刷者:藤本知佐  兵庫県西脇市野村町1813-10

1987年立川相互病院で生まれる。両親とも教員の家庭に育つ。
4歳上に兄。見影橋保育園、若葉小、立川九中に通う。
錦城高校（41回生・野球部マネージャー）、
都留文科大学文学部初等教育学科卒業。 

2010年～小学校教員（羽村市、杉並区） 
2019年～衆議院議員　長妻昭　秘書 
2021～2022年 夢育て立川子ども21プラン推進会議委員
2022年 立憲民主党　立川市政策委員
2022年 立川市議会議員初当選（2554票）
2023年 立川市議会で初めて議会産休取得、
産休明け議会では多摩地域初となる委員会へのオンライン出席（育児事由） 

現在、パートナー、子2人（5歳、3歳）と若葉町在住 
趣味：ヨガ・スキューバダイビング 好きな食べ物：カレー、パッタイ（タイ料理）、蕎麦 

原ゆきプロフィール

▲教員時代

▲４年間欠かさず一般質問に立ち、
　皆さまから日々いただく声を届けました

希望をつなげます
立川から平和な未来へ
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立川市議会
議員選挙投票日

621
6/15（月）～6/20（土）

期日前投票

子育て・教育・福祉の声を市政へ届け続けるために。原ゆきを再び市議会へ。
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すべての子どもが
尊重され、安心して
育ち学べる環境へ。

子ども
・
教育

平和
・
環境

憲法の理念を大切に、
平和を地域から守る。

福祉
・
くらし

誰もが自分らしく生きる、
支え合いの社会へ。

福祉 くらし

子ども・子育て 教育

■公契約条例の制定
■物価高対策として現金給付を提案
■がん条例策定に参加

■学校・保護者間の連絡のオンライン化
■インクルーシブ教育支援員の導入
■訪問型ICT支援員の配置前進

いのちと人権を守る市政の実現。原ゆき4年間の実績

誰もが尊重され、安心して暮らせる立川を目指して、取り組みを重ねてきました。 「立川市がん条例」市議会初！議員提案の政策条例策定に携わりました

安心して子育てできる環境
づくりを進めてきました。

元小学校教員としての経験
を活かし、子どもたちの学び
と安心を支えてきました。

私と同じく教員から議員となった原ゆきさん。
子どもたちの未来のために、1期目から立川市議会で
大活躍しました。引き続き原ゆきさんの力が立川市に
は必要です。ぜひみなさんの力で原ゆきさんを2期
目の議席へと押し上げてください！

現役子育てママとして一貫して子育て政策充実の提案を重ね
実現させた原ゆきさん。1期4年間の活動を経てたくましく、頼も
しい議員になりました。原ゆきさんは、立川市政に不可欠です。
ますます立川市議会で活躍してほしいです。

■産後ケアの拡充・利用料減免
■学童保育所の夏休み昼食提供
■認証保育所等利用者負担の軽減

■医療的ケア児の受け入れ体制整備
■重症心身障がい児者やケアする家族支援の前進
■パートナーシップ・ファミリーシップ制度の開始

原発に頼らない
エネルギー政策の推進

公共施設の
省エネ・脱炭素化の加速

PFASへの対応、
水と環境の安全を守る

人権と多様性を尊重する
共生社会の実現

介護・医療への支援強化 地域公共交通の充実
（移動に困らないまちへ）

障がい福祉サービスの充実 市民に寄り添う
相談支援体制へ

一時預かり支援の拡充 「地域で共に育つ」
インクルーシブ教育の推進

子どもの権利を守る
オンブズパーソン設置

不登校や多様な
学び・居場所への支援

▲

立憲民主党代表  参議院議員 水岡 俊一

元衆議院議員 大河原まさこ

私たちも

原ゆきさんを
応援

しています
！

一人ひとりの声から、立川の未来をつくる。

HP
市政への想いと
日々の活動を
発信しています


